
愛知県埋蔵文化財センター調査報告書　第 161 集

名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

三
さ ん

の
の

丸
ま る

遺
い

跡
せ き

Ⅷ

2008

財団法人 愛知県教育・スポーツ振興財団

愛 知 県 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー





序

　愛知県埋蔵文化財センターによる名古屋城三の丸遺跡の発掘調査は、今回で

第８次となります。この広大な遺跡には名古屋城が築かれた江戸時代ばかりで

なく、それ以前の戦国期の那古野城の築城があり、中世の寺院跡、古墳時代・

弥生時代の建物跡や墓が検出されるなど、調査のたびに各時代の人々の暮らし

の有り様が鮮やかに立ち現れてきます。

　今回の調査でも、文字通り「新しい」発見がありました。第二次大戦時、お

そらく終戦間際に陸軍により築造された幾つもの防空壕です。「爆撃の跡」といっ

たような戦争の惨禍を直接に示す資料ではありませんが、残されていた当時の

モノが伝える兵士の「日常性」に愕然とし、少なからずショックを受けました。

「昭和」という考古学の世界では極めて新しい時代、しかも「戦争」の痕跡と向

き合う貴重な機会であったと考えています。

　戦後 60 年を過ぎた今日、これら大切な歴史を語る情報も大部分が伝聞による

知識になりつつあります。こうした出土資料および掘り出された地点の歴史が

伝える意味は、更に重要度を増すことになるでしょう。

　調査にあたりまして、関係諸機関、周辺地域のみなさまから多大なご協力を

いただきましたことを、深く感謝申し上げます。

　今回の調査成果が、地域の歴史理解と埋蔵文化財研究の一助となれば幸いと

存じます。

平成 20 年 3 月

財団法人　愛知県教育・スポーツ振興財団

理事長　林　良三　　　　



例　言

1. 本書は愛知県名古屋市中区丸の内に所在する名古屋城三の丸遺跡（なごやじょうさんのまるい

　せき：県遺跡番号 007027）の発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は、名古屋高等・地方・簡易裁判所庁舎増築に伴う事前調査として、国土交通省中部

　地方整備局営繕部より愛知県教育委員会を通じて委託を受け、愛知県埋蔵文化財センターが実

　施した。調査面積は計 1,089 ㎡である。

3. 発掘調査は平成 18 年 11 月〜平成 19 年 3 月の期間で実施した。また、整理および報告書作成

　作業は、平成 19 年４月から平成 20 年 3 月にかけて実施した。

4. 現地における発掘調査は、朝日航洋株式会社の支援を受けて行い、池本正明（主査）・加藤博紀（調

　査研究員；現 県立津島東高等学校教諭）・武部真木（調査研究員）が担当した。なお、支援スタッ

　フは第１章１に記す通りである。

5. 調査にあたっては、愛知県教育委員会生涯学習課文化財保護室、愛知県埋蔵文化財調査センター、

　名古屋市教育委員会、国土交通省中部地方整備局営繕部、名古屋高裁・地方・簡易裁判所をは

　じめとして、多くの関係諸機関の協力を得た。

6. 本書の執筆は、鈴木正貴・加藤博紀・鬼頭　剛・蔭山誠一・川添和暁・武部真木が分担し、編

　集は武部が行った。なお自然科学分析結果は（株）パレオ・ラボの報告書を掲載した。

7. 整理作業は武部が担当した。作業にあたっては下記の方々、関係機関の助力を得た。

　　今田清美、時田典子、水野留香、堀田春美、小川あかね、前田弘子、村上志穂子（以上整理補助員）

　　（株）パレオ・ラボ、　（株）テイケイトレード、写真工房 遊、（株）東都文化財保存研究所

8. 本書に示す座標数値は国土交通省に定められた平面直角座標第 VII 系に準拠する。海抜表記は

　東京湾平均海面（T.P.）の数値である。表記は世界測地系を用いている。

9. 遺物の登録は、本書図版の掲載番号を元に整理を行った。

10. 写真および図面などの調査に関わる記録類は、愛知県埋蔵文化財センターで保管している。

　　（財）愛知県教育・スポーツ振興財団　愛知県埋蔵文化財センター

　　〒 498-0017　愛知県弥富市前ヶ須町野方 802-24（ 0567-67-4161）

11. 出土遺物は、愛知県埋蔵文化財調査センターで保管している。

　　〒 498-0017　愛知県弥富市前ヶ須町野方 802-24（ 0567-67-4164）

12. 本書を作成するにあたり、下記の多くの方々から多大なご指導とご助言を得た。

　　記して感謝したい。　　（五十音順、敬称略）

　　浅川範之　伊藤秋男　伊藤厚史　井上喜久男　大西雅広　金子健一　神戸聖吾

　　佐藤公保　仲野泰裕　中村隆雄、菊池　実　楢崎彰一　服部　郁　藤澤良祐

　　森本伊知郎　山下峰司　渡辺　誠
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写真図版　目次

遺構１

　１　調査区南東隅（北西から）

　２　調査区全景（西から）

遺構２

　３　戦国期の堀（605SD ほか , 北から）

　４　堀（605SD 北壁での断面 , 南から）

　５　堀（605SD ベルト断面 , 北から）

　６　溝（606SD-e 地点断面 , 南から）

遺構３

　７　上面 東半部分

　　　（戦国期の堀・区画溝検出状況 , 北から）

　８　溝（東西にのびる 603SD, 東から）

　９　溝（南北にのびる 606SD, 南から）

　10　溝断面（603SD 東壁にて , 西から）

　11　溝断面（606SD-a 地点 , 北から）

　12　溝断面（606SD-b 地点 , 南から）

遺構４

　13　下面完掘状況

　　　（戦国期の堀・区画溝 , 北東から）

　14　溝断面（607SD, 東から）

　15　堀断面（606SD-f 地点 北壁にて , 南から）

　16　溝完掘状況（607SD, 西から）

遺構５

　17　屋敷境の溝と柱穴列（北から）

　18　調査区北東隅壁面（南から）

　19　土坑完掘状況（085SK, 北から）

　20　土坑遺物出土状況

　　　（085SK ベルト南側部分 , 東から）

遺構６

　21　調査区北西部廃棄土坑群（西から）

　22　土坑遺物出土状態（492SK, 北から）

　23　土坑断面（389SK, 南東から）

　24　土坑完掘状況と調査区北壁

　　　（387SK,492SK 付近 , 南から）

　25　土坑完掘状況と壁面

　　　（389SK, 南から）

　26　土坑遺物出土状態と壁面（380SK, 南から）

遺構７

　27　土坑検出状況

　　　（413SK 上層掘削段階 , 南東から）

　28　土坑遺物出土状態

　　　（413SK の桟瓦と焼土塊 , 北から）　

　29　土坑完掘状況（413SK, 東から）

　30　土坑遺物出土状態

　　　（153SK 胞衣埋納遺構か , 東から）

　31　土坑遺物出土状態（387SK, 南東から）

　32　土坑ベルト断面（387SK, 東から）

　33　地下室断面（381SK, 南から）

遺構８

　34　地下室完掘状況（381SK, 南東から）

　35　下層遺物出土状態（381SK, 東から）

　36　礎石を伴う土坑（460SK, 北から）

　37　礎石を伴う土坑（120SK, 北から）

　38　礎石を伴う土坑（326SK, 南から）

　39　礎石を伴う土坑（412SK, 東から）

　40　礎石を伴う土坑（460SK, 北から）

　41　礎石を伴う土坑（408SK, 南から）

　42　礎石を伴う土坑（409SK, 東から）

　43　礎石を伴う土坑（495SK, 北から）

遺構９

　44　版築状埋土断面（196SK, 手前が東）

　45　土坑最下層（196SK, 上から）

　46　版築状埋土（部分）と段削り出し

　　　（196SK, 南から）

　47　土坑検出状況（196SK, 北西から）

　48　版築状埋土最下層（194SK 付近 , 南から）

　49　土坑断面（832SK, 東壁にて）

　50　土坑最下層（553SK, 西から）

遺構 10

　51　溝完掘状況（026SD,027SD 重複 , 東から）

　52　溝断面（東壁 026SD,027SD 付近 , 西から）

　53　調査区南東隅壁面（西から）



　54　調査区南壁面（606SD 付近 , 北から）

　55　石材廃棄 検出状況

　　　（001SD,002SD, 北西から）

　56　石材廃棄状況（001SD 部分 , 北から）

遺構 11

　57　防空壕埋土（090SD, 西から）

　58　防空壕出入口スロープ（340SX, 北から）

　59　防空壕完掘状況（090SD, 西から）

　60　防空壕と地下室（340SX と 381SK, 北東から）

　61　防空壕と当時の掘削痕（340SX 周辺 , 北から）

　62　産業廃棄物の分別

　　　（煉瓦 , 石材 , コンクリート , 鉄筋等）

遺構 12

　63　上面完掘状況（南東から）

　64　下面完掘状況（東半部分 , 北から）

遺構 13

　65　下面完掘状況（中央部分 , 北から）

　66　下面完掘状況（西半部分 , 北から）

遺物１　磁器染付碗類

遺物２　磁器染付碗皿類

遺物３　磁器染付・青磁・陶器

遺物４　陶器碗類

遺物５　陶器碗皿類

遺物６　陶器碗皿類

遺物７　陶器類（灯火具・その他）

遺物８　陶器類（その他）

遺物９　陶器類（その他）

遺物 10　陶器類（貯蔵・調理具）

遺物 11　土師質製品（鍋・釜・皿・その他）

遺物 12　土師質製品（皿・その他）・玩具類

遺物 13　玩具類・瓦・近代陶磁器・石器

遺物 14　近代陶磁器

遺物 15　近代陶磁器

遺物 16　歯ブラシ・近代陶磁器・金属製品

遺物 17　金属製品

遺物 18　ガラス製品
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